
 

 

 

 

 

 

 

令和８年第２回鹿沼市議会定例会 
 
 
 
 
 

発 言 順 序 表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議案質疑並びに市政一般質問



◆◇◆令和８年６月１０日（水）◆◇◆ 

 
※登壇予定時刻はあくまでも目安であり、前後することがありますので、予めご了解ください。 

※発言内容の番号で、「議」がついているものは議案質疑、ついていないものは一般質問です。 
 

 
№

議席 
番号

（登壇予定時刻） 
議 員 氏 名

発 言 内 容 頁

 

１ １４
（１０時頃） 

阿 部 秀 実

議１　議案第58号　鹿沼市学童保育館条例の一部

改正について 

１　自転車の安全対策について 

２　熱中症対策について 

３　国民健康保険税について 

４　ヤオハンいちごパークについて

１
～
７

 

２ ２３
（１１時頃） 

関 口 正 一

１　道路整備について 

２　農地の管理と保全活用について

８
～
９

 

３ １
（１３時頃） 

鹿 妻 武 洋

１　マイナンバーカードの普及や利用状況につい

て 

２　部活動の地域展開について

～
10

11

 

４ ２０
（１４時頃） 

小 島 　 実

１　ヤマビル被害について 

２　南摩ダム・アクティビティについて 

３　県道入粟野引田線について 

４　旧粟野町役場について

～
12

15

 

５ ２
（１５時頃） 

仲 田 知 史

１　こども性暴力防止法施行について 

２　危険生物情報について
～
16

18



◆◇◆令和８年６月１１日（木）◆◇◆ 

 
※登壇予定時刻はあくまでも目安であり、前後することがありますので、予めご了解ください。 
 

 

 
№

議席 
番号

（登壇予定時刻） 
議 員 氏 名

発 言 内 容 頁

 

６ ２１
（１０時頃） 

増 渕 靖 弘

１　鹿沼市の防災及び減災、並びにエネルギー政

策について 

２　親なき後の子どもに対する市の施策について 

３　少子化対策について

～
19

20

 

７ ８
（１１時頃） 

藤 田 義 昭

１　地域の文化財の保存と活用について 

２　鹿沼市部活動地域展開推進計画について 

３　都市計画マスタープランの改定と用途地域の

見直しについて

～
21

23

 

８ ４
（１３時頃） 

早 川 勝 弘

１　年金受給生活の支援について 

２　公共施設の環境改善について 

３　若年世代の健康推進について

～
24

26

 

９ １２
（１４時頃） 

石 川 　 さ や か

１　子育て支援の充実について 

２　野生鳥獣対策における「緊急銃猟」について
～
27

28

 

１０ ６
（１５時頃） 

舩 生 雅 秀

１　小学生、中学生のスマホの適正使用について 
２　第９次鹿沼市総合計画の中で「動物の愛護お

よび飼育に関する普及啓発および飼い主等に

よるペットの適正飼養推進」について

～
29

30



◆◇◆令和８年６月１２日（金）◆◇◆ 

※登壇予定時刻はあくまでも目安であり、前後することがありますので、予めご了解ください。 

※発言内容の番号で、「議」がついているものは議案質疑、ついていないものは一般質問です。

 
№

議席 
番号

（登壇予定時刻） 
議 員 氏 名

発 言 内 容 頁

 

１１ ３
（１０時頃） 

橋 本 勝 浩

１　買い物や通院等、高齢者の移動手段確保のた

めの支援について 
２　公共施設等総合管理計画の推進について 
３　空き家対策について

～
31

32

 

１２ ９

（１１時頃） 

梶 原 　 隆 

議１　議案第54号　鹿沼市職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部改正について 
議２　議案第58号　鹿沼市学童保育館条例の一部

改正について 
１　高齢者補聴器購入費助成制度の拡充について 
２　第6次「学校図書館図書整備等5か年計画」

と財政措置について

～
33

37

 

１３ １５
（１３時頃） 

佐 藤 　 誠

１　事務事業の廃止と縮小について 

２　動物と教育について 

３　中学生の通学ヘルメットについて 

４　新駅について

38



１ 

 

 

 
１番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （１－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
議１　議案第 58号　鹿沼市学童保育館条例

の一部改正について 
 

(1) 条例の改正内容について 
 

① 条例改正に至った経緯と指定管理者制度を

定めた理由を示してください。

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



２ 

 

 
１番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　自転車の安全対策について 
 

(1) 自転車の道路通行帯について 
 

① 自転車の交通違反に関する「道路交通法の

一部を改正する法律」が令和 8 年 4 月 1 日

から施行されました。これにより自転車が

歩道を通行する場合に一定の制限があり、

市内でも道路路肩を通行する自転車が増え

ました。現状を見ると歩道を乗り越えて敷

地などに入る自動車のためのスロープが路

肩に設置されていることが多くあり自転車

が通行する際に転倒事故などの危険性を感

じています。市内のそうした道路の点検や、

歩道の改修工事、設置者への指導など本市

の見解を伺います。 
 

(2) 安全教育について 
 

① 自転車の交通違反は 16 歳以上が対象です

が、中学生は卒業して高校生になるとその

対象となります。ルールを守り安全に自転

車を利用するために、小学生、中学生に向

けた交通安全教育の充実など学校での対 
策について伺います。  

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



３ 

 

 
１番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(3) ヘルメットについて 

 
①自転車用ヘルメットの着用は、2023 年 4
月よりすべての自転車利用者を対象に 「努

力義務化」されました。今回の青切符導入

において、ヘルメットの未着用自体は反則

金の対象にはなりません。 
しかし、自転車の交通事故においては、

ヘルメットの着用が頭部の保護に重要であ

ることが、統計データなどから分かってい

ます。ヘルメット着用の推進を進めるべき

であり、着用を後押しする補助金制度など

も創設してはと思いますが、市の考えを伺

います。 
 
   
 

 
 



４ 

 

 
１番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　熱中症対策について 
 

(1) 高齢者などの要配慮者支援について 
 

① 高齢者や低所得者は、経済的理由からエ

アコンを保有していなかったり、我慢し

て使用しなかったりする傾向がありま

す。行政からの踏み込んだ支援も必要だ

と思いますが、市の考えを伺います。 
 

② クーリングシェルターへ高齢者など移動

が困難な方に対して、対象施設までの移

動手段や、見守り体制をどう構築してい

くのか市の考えを伺います。 
 
 （2）エアコン購入の補助金事業について 
 

① 鹿沼市では、一定の省エネ性能を有する

エアコンを購入した市民に補助金を交付

する事業に取り組んでいます。 
物価高騰による家計負担の軽減や脱炭

素を目的とするものであることから、需

要が増えた場合、限られた予算で終了さ

せずに、補正予算を組み入れて事業の拡

大をするべきだと思いますが、市の考え

を伺います。 

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



５ 

 

 

 
１番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
（3）クーリングシェルターについて 
 

① 「熱中症特別警戒情報」が発表された際、

地域住民が避難して涼める場所の確保に

取り組んでいますが、その周知を広げる

ことについて、市の考えを伺う。 
 

(4) 小中学校における猛暑対策について 
 

① 通学時の暑さ対策や、学校施設の空調設

備の稼働状況(適正温度の管理など)の現

状と、そのガイドラインの運用について

伺います。

 



６ 

 

  

 
１番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－５）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　国民健康保険税について 
 

(1) 国民健康保険特別会計の財政調整基金につい

て 
 

① 令和 8 年度、当初の基金残高と運用につ

いて伺います。また、過去 3 年間の基金

の取り崩しや、積立について示してくだ 
さい。 

 
(2) 国民健康保険税での子どもの均等割について 

 
① 厚生労働省は 2025 年 11 月、国民健康保

険(国保)の保険料について、現在未就学児

を対象に実施している軽減措置を「高校

生年代(18 歳年度末)まで」拡大する方向

で検討を開始しました。2027 年 4 月の実

施を目指しています。 
そうしたことも踏まえて、今こそ、鹿

沼市の国民健康保険税における子どもの

均等割について、子育て支援や、少子化

対策の一環として国保の基金を運用した

均等割ゼロ円を目指すべきと思います

が、考えを伺います。

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



７ 

 

 
１番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－６）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
４　ヤオハンいちごパークについて 
 

(1) ヤオハンいちごパークの再整備計画と課題に

ついて 
 

① 令和 7 年度の事業計画において、ヤオハ

ンいちごパークの老朽化した施設の再整

備に向けて公園再整備基本計画を策定す

る予算が計上されていました。計画策定

の進捗や詳細について伺います。 
 
②　ヤオハンいちごパークは、昭和 55 年

(1980 年)の「栃の葉国体」に合わせて整
備され、市民に親しまれた運動公園とし

て歴史を歩んできましたが、経年劣化が

課題となっています。とりわけ、市民か

ら整備の必要性の要望として、駐車場の

増設、競技場観客席の整備、トイレの整

備などがあげられています。また、外周

を利用した、安心して走れるランニング

コースの設置や、子ども達が安全に遊べ

る遊具の設置などの要望も聞いていま

す。そうしたことに対する再整備につい

て伺います。

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



８ 

 

 
２番 議席２３番　　　関　口　正　一　        　  　   （２－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　道路整備について 
 

(1)広域的な連携を強化する道路について 
 

① ファナック通りへのアクセス強化構想の

検討状況について 
 

② 国道 293 号楡木バイパスⅡ期の進捗状況

と今後の見通しについて 
 

(2)市内の連携を強化する道路について 
 

① 県道板荷玉田線(辺釣工区)の整備計画と

今後の見通しについて 
 

② 市道 0020 号線の整備計画と今後の見通し

について 
 

③ 樅山駅前交差点における市道から国道に

出る際の渋滞対策について 
 

④ 北押原コミュニティセンターへの大型車

両の出入りについて 
 
 
 
 
 

 
（答弁者：市長・関係部長） 
 
 



９ 

 
２番 議席２３番　　　関　口　正　一　        　  　   （２－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　農地の管理と保全活用について 
 

(1) 使用していない農地の固定資産税及び都市

計画税について 
 

① 高齢化や後継者不足に伴い、使用していな

い農地の固定資産税と都市計画税の負担

に対する市の考えと対応について伺う。 
 

(2)中山間地域における農地活用の方針につい　　　　　

て 
 
① 中山間地域における耕作放棄地の現状に 

ついて伺う。 
 

② 中山間地域における農地の活用策につい

て伺う。 
 

 
 

 
 

 

 
（答弁者：市長・関係部長）



１０ 
 

 
３番 議席　１番　　　鹿　妻　武　洋　　           　   （２－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　マイナンバーカードの普及や利用状

況について 
 

(1) マイナンバーカードの普及や利用状況につ

いて 
 

① 鹿沼市のマイナンバーカードの普及状況

について伺う。あわせて、年齢別の保有率

をどのように把握しているか、また、取得

が進んでいる層、進んでいない層の背景に

ついて、市はどのように認識しているか伺

う。 
 

② マイナンバーカードを利用することによ 
り、市民にとって、行政手続や日常生活の

中でどのようなメリットがあるのか伺う。

また、行政にとっては、どのような事務や

窓口対応において効率化や負担軽減につ

ながるのか伺う。 
 

③ マイナンバーカードの利用促進に向けて

どのような広報や利便性向上が必要と考

えているか伺う。 
 

 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１１ 

 
３番 議席　１番　　　鹿　妻　武　洋　　           　   （２－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　部活動の地域展開について 
 

(1) 部活動の地域展開について 
 

① 部活動の地域展開をすすめる背景、目的に 
ついて伺う。また、これまでの「部活動の

地域移行」との違いはどのようなことか伺

う。 
 

② 令和 5 年の「休日の学校部活動の地域移行 
に係る調査」について、「休日の地域クラ

ブ活動の指導を希望するか」という趣旨の

調査結果はあるか伺う。 
 

③ 地域展開の地域クラブ活動について、教職

員が指導者になることを希望する場合の、

本人や学校、市教育委員会の手続きについ

て伺う。また、現在地域展開している種目

について、もともと学校部活動でその種目

を指導していた教職員のうち、休日も指導

している教職員の人数・割合を伺う。 
 
 
 
 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１２ 
 

 
４番 議席２０番　　　小　島　　　実　　　       　  　   （４－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　ヤマビル被害について 
 

(1) ヤマビルの吸血（人的）被害について 
 

① ヤマビルによる人間の吸血被害実態をお

示し下さい。 
 

② ヤマビルによる吸血被害の様々な社会的

影響をお示し下さい。 
 

③ ヤマビルの生息域が拡大になった要因を

お示し下さい。 
 

(2) ヤマビル被害を防ぐ対策について 
 

① 個人による被害対策と地域、地区による被

害対策をお示し下さい。 
 

② 県は R3 年度から R7 年度にかけて、ヤマ

ビルの防除検証を行ったが、R8 年度以後
はいかがか伺います。 
 

③ 県、市、地域合同のヤマビル対策研修会を

行いたいが、県・市の行政支援、協力の考

えをお示し下さい。 
 
 

 
 

 

　

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１３ 
 

 
４番 議席２０番　　　小　島　　　実　　　       　  　   （４－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　南摩ダム・アクティビティについて 
 

(1) アクティビティゾーンの吊り橋とジップラ

インについて 

 

① アクティビティゾーン（ジップライン）の

完成とアクティビティ全体の概要をお示し

下さい。 
 

② アクティビティゾーンの［コンセプト］に

自分のスピードで楽しめるとあるが、ジッ

プラインは高い所スタートから低い所の着

地点まで、自分の重力で動き進むのが主だ

が、体重によってスピードも違います。ど

のようにスピード調整するか、また子供と

大人とか他に制限などお示し下さい。 
 

③ アクティビティゾーンの吊り橋・ジップラ

インを使用中に高さの恐怖やスピードの恐

怖などで恐怖に耐えられなくなり、気を失

った場合の救助方法などお示し下さい。 
　 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１４ 
 

 
４番 議席２０番　　　小　島　　　実　　　       　  　   （４－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　県道入粟野引田線について 
 

(1) 県道入粟野引田線の未整備区間について 
 

① 未整備区間解消に向け、地元住民による

勉強会を様々な分野毎に分け、例えば災

害時の代替道路、観光ルート形成、林業

振興、現地視察など勉強したいが、県と

市の支援方法などお示し下さい。 

 

 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１５ 

 
４番 議席２０番　　　小　島　　　実　　　       　  　   （４－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
４　旧粟野町役場について 

 
(1) 旧粟野町役場の庁舎と敷地について 

 

① 水資源機構との貸与期間が終わり、地

域、地区住民への報告会は何時ごろです

か、お示し下さい。 

 

② 旧役場庁舎は粟野地域の皆様と意見交

換を行いながら丁寧に検討を進めると

聞くが、建物として利用できるかいな

か、お示し下さい。 

 

③ 旧役場敷地内の樹木など管理はどのよ

うな方法か、お示し下さい。 
 

④ 水資源機構との貸与期間は終わっても

庁舎屋上には無線設備がある。貸与期間

などお示し下さい。 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１６ 

 

 
５番 議席　２番　　　仲　田　知　史　        　  　   （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　こども性暴力防止法施行について 
 

(1) 公立施設職員への対応及び庁内体制につい

て 
 

① 本制度では、新規採用者だけでなく、施行 
日前から従事している現職者について 
も、施行後 3 年以内に犯罪事実確認を行 
うこととされている。 
そのため、本市教育委員会、こども未来 

部、人事担当、契約・指定管理担当、個人 
情報管理担当などを含めた横断的な庁内

体制をどのように構築していくのか伺い

ます。 
 

(2) 対象施設及び対象事業の考え方について 
 

① 本市として、放課後児童クラブ、児童発達 
支援、放課後等デイサービス、部活動地域 
移行の受け皿、外部講師、指定管理施設、 
市の委託事業、子ども向けイベントや講 
座なども含め、子どもと継続的に関わる 
施設・事業をどのように整理し対象範囲 
を考えるのか現在の検討状況を伺います。 

 
(3) 市が関与する事業への安全確保措置につい

て 
 

① 民間事業者における認定取得は任意とさ

れているが、市が委託、補助、指定管理、

後援等で関与する事業については、市とし

て一定の安全確保措置を求める必要性に

ついて本市の考えを伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１７ 

 

 

 
５番 議席　２番　　　仲　田　知　史　        　  　   （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(4) 市内事業者及び保護者への周知について 

 
① 本制度では、認定事業者に対する認識マ 

ーク制度も予定されており、今後保護者 
が施設や事業者を選択する際の判断材料 
になる可能性がある。 
そこで、本市として市内事業者向け説

明会、制度周知、相談窓口設置、対象と

なり得る事業者への情報提供などを行う

考えがあるか伺います。 
 
 



１８ 

 
５番 議席　２番　　　仲　田　知　史　        　  　   （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　危険生物情報について 
 

(1) 熊出没情報伝達体制について 
 

① 現在、熊出没情報はどのような判断基準 
で発信しているのか伺います。 
 

② 発信元、確認と情報精査の流れはどのよう

になっているのか伺います。 
 

③ 誤認や未確認情報だった場合、訂正・解除

情報はどのように発信しているのか伺い

ます。 
 

(2) その他危険生物等の情報伝達体制について 
 

① チュウゴクアミガサハゴロモへの対応に 
ついて伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



１９ 

 
６番 議席２１番　　　増　渕　靖　弘　        　  　   （２－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

 
１　鹿沼市の防災及び減災、並びにエネル

ギー政策について 

(1) バイオマス発電の整備について 

① 防災の観点から間伐材使用のバイオマス発

電事業は非常に有効である。間伐材を活用し

たバイオマス発電事業について、昨年 12 月

議会で質問を行ったが、その後の検討状況な

らびに事業実施の方向性について、市の見解

を伺う。 

② 愛媛県内子町や高知県四万十地域では、自治

体、森林組合、民間事業者等が連携し、地域

資源である間伐材を活用した木質バイオマ

ス事業が進められている。 本市においても、

運営主体は民間であっても、初期段階では市

が主体となり、国や県の補助制度を活用しな 
がら、事業基盤や運営組織を構築していく必

要があると考えるが、市の見解を伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）

 
２　親なき後の子どもに対する市の施策に

ついて 

(1) 障害のある子どもたちや自立支援を必要と

する子どもたちの将来について 

① 宇都宮市で令和 8年 4月から障がい福祉課

内に「親なき後相談窓口」が開設されたが、

鹿沼市においても、同様の相談窓口、また

は親なき後を見据えた総合相談体制を設

ける考えはあるか伺う。 

② 鹿沼市として、「親なき後」に関する相談

窓口を明確化し、福祉、医療、法律、成年

後見、住まい、就労、緊急時対応などを横

断的につなぐ仕組みを構築する考 えはあ

るか。また、親御さんが元気なうちから将

来の生活設計や支援の引き継ぎを準備で

きるよう、相談会、講演会、個別相談、記

録ノートの作成支援などを実施する考え

はあるか。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

　　　　　　　教育長・関係部長）



２０ 

 

 
６番 議席２１番　　　増　渕　靖　弘　        　  　   （２－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

 
３　少子化対策について 

(1) 少子化をライフステージ全体で支える支援

体制の構築について 

① 本市においても少子化対策は進められて

いるが、結婚、出産、育児、教育、就職な

ど、それぞれの施策が縦割りで進められて

いるように感じる。少子化対策について、

現在どのような視点で施策を構築してい

るのか、市の考えを伺う。 

② 高校生との懇談の中では、将来の仕事への

不安、子育てへの不安、経済的負担などか

ら、「子どもを産み育てることへの不安」

があるとの声があった。現在の少子化対策

は、こうした若い世代の本音や実態を十 
分に反映したものになっているのか、市の

見解を伺う。 

③ また、実際に子育てをしている親御さんた

ちの意見や現場の声を継続的に把握し、施

策へ反映させる仕組みが必要と考えるが、

市の考えを伺う。 

④ 真の少子化対策とは、単なる支援制度の拡

充だけではなく、「安心して子どもを産み

育てたい」と思える社会環境を整えること

が重要であると考える。  
少子化をライフステージ全体で支える

という視点のもと、結婚、妊娠、出産、育

児、教育、就職、住まいなどを総合的に捉

え、部局横断型の特別な組織やプロジェク

ト体制を構築し、スピード感をもって実効

性ある施策を、検討・推進していく必要が

あると考えるが、市の見解を伺う。 

⑤ 都市間競争について

 
（答弁者：市長・副市長・ 

　教育長・関係部長）



２１ 

 

 
７番 議席　８番　　　藤　田　義　昭　 　    　 　　   （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　地域の文化財の保存と活用について 
 

(1) 地域住民による保存、活用の活動に対する支

援策について 
 

① 保存管理や修繕等の経費確保や人手不足

等の課題に対してどのような支援がある

のか伺う。 
 

② 文化庁の地域文化財総合活用推進事業の

支援策としての活用について伺う。 
 

③ この事業を充実するには、自治体の文化財

保存活用地域計画策定が推奨されている

が、市の計画策定の意向と、計画策定によ

るメリットについて伺う。 
 

(2) 情報の活用について 
 

① 各地域や活動団体、研究者等が持ってい

る、地域の文化財の情報を交換、活用でき

る仕組みを構築できないか市の考えを伺

う。 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 
 
 
 



２２ 

 

 
７番 議席　８番　　　藤　田　義　昭　 　    　 　　   （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　鹿沼市部活動地域展開推進計画につ

いて 
 

(1) 地域クラブへの展開について 
 

① 地域クラブは通学区域外でも、平日も含め

て参加できるのか伺う。 
 

② 地域クラブは、中学校体育・文化連盟主催

のすべての大会等に参加できるのか伺う。 
 

③ 令和 7 年度末における具体目標の達成状

況について伺う。 
 

(2) 指導者の人材確保について 
 

① 指導者の人材確保の進め方および現在の

状況について伺う。 
 

② 指導者への謝金について具体的な金額を

伺う。 
 

(3) 予算措置について 
 

① 市の予算措置および国の補助事業の活用

について伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



２３ 

 
７番 議席　８番　　　藤　田　義　昭　 　    　 　　   （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　都市計画マスタープランの改定と用

途地域の見直しについて 
 

(1) 都市計画マスタープランの改定と用途地域

の見直しについて 
 

① 改定や見直しの目的、主なポイント、スケ

ジュールについて伺う。 
 

② 小中学校再編にともなう見直しについて

伺う。 
 

③ さつきロード周辺の新たな産業用地整備

に向けた見直しについて伺う。 
 

④ 都市計画道路や全体的な道路整備に関す

る見直しについて伺う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・関係部長）



２４ 
 

 
８番 議席　４番　　　早　川　勝　弘　        　 　    （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　年金受給生活の支援について 
 

(1) 年金増額に伴う住民税課税となる方への対

応について 
 

① 年金受給額の増額等を契機として住民税

非課税から課税へ移行し、介護保険料負担

が増加した状況について、鹿沼市としてど

のように把握しているのか伺う。  
 

② 「形式上は所得増であっても、実質的な負

担感が増すケース」について、鹿沼市とし

てどのように認識しているか伺う。 
 

③ 生活実態を踏まえた相談支援や配慮の必

要性について、鹿沼市の考えを伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



２５ 
 

 
８番 議席　４番　　　早　川　勝　弘　        　 　    （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　公共施設の環境改善について 
 

(1) 公園施設等のバリアフリー化について 
 

① 鹿沼市特有の丘陵地にある公園等(千手山

公園、花木センター、あわの城山公園等)
の利用時に、車椅子利用者や歩行困難者の

利用実態をどう把握しているか伺う。 
 

② 誰もが利用しやすい公園施設等の運営へ

の取り組みについて伺う。 
 
（2）公共施設及び公園トイレの洋式化と利用

環境の改善について 
 

① 公共施設及び公園トイレにおける洋式化

の現状について伺う。 
 

② 和式トイレに対する市民からの要望や苦

情の把握について伺う。 
 

③ 高齢者・障がい者に配慮したトイレ整備の 
今後の方針について伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



２６ 

 
８番 議席　４番　　　早　川　勝　弘　        　 　    （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　若年世代の健康推進について 
 

(1) プレコンセプションケアについて 
 

① プレコンセプションケアとは、性別を問わ 
ず適切な時期に性や健康に関する正しい

知識を持ち、妊娠・出産を含めた将来設計

や将来の健康を考えて健康管理を行う取

り組みである。その意義と必要性について

鹿沼市の認識を伺う。 
 

② 鹿沼市における若年女性・男性の健康状況 
の把握について伺う。 
 

③ 鹿沼市としての導入及び普及についての

考えを伺う。 
 
（2） 男性への HPV ワクチン助成について 
 

① 鹿沼市における男性への HPV ワクチン接

種に関する認識と、現時点での支援状況に

ついて伺う。 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



２７ 
 

 
９番 議席１２番　　　石　川　さやか 　　        　    （２－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１ 子育て支援の充実について 

 
(1) 本市における子育て支援短期入所事業(ショ

ートステイ)の現状と課題について 
 

① 事業内容の概要について伺います。 
 

② 利用者数の推移について伺います。 
 

③ ショートステイの課題について伺います。 
 

(2) 子育て支援短期入所事業における里親ショ

ートステイの導入について 
 

① 里親ショートステイの概要について伺い

ます。 
 

② 本県他市の里親ショートステイ導入状況

について伺います。 
 

③ 本市において今後、里親ショートステイを

導入する考えがあるか、その場合の課題に

ついても伺います。 
 

(3) 里親制度の理解促進と、里親の担い手育成に

向けた取り組みについて 
 

① 里親制度の理解促進と、人材確保に向けた

本市の取り組み状況について伺います。 
 

② 本市職員に向けた里親制度説明会(出前講

座等)を実施し、担い手を育成する考えに

ついて伺います。 
 
 

 
（答弁者：市長・関係部長） 
 



２８ 

 
９番 議席１２番　　　石　川　さやか 　　        　    （２－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２ 野生鳥獣対策における「緊急銃猟」に

ついて 
 

(1) 緊急銃猟マニュアルについて 
 

① 本年 1 月に策定されました緊急銃猟マニ

ュアルについて、内容と課題について伺い

ます。 
 

(2) 緊急銃猟想定訓練について 
 

① 関係機関と連携した緊急銃猟想定訓練に

ついて、いつどのように実施する計画 
か、現状と課題について伺います。 

 
(3) ハンターへの支援と安全確保について 

 
① 市街地での発砲など、高度な判断とリス 

クを伴うハンターの安全性確保や万がー

の事故に対する補償、及び緊急出動に対す

る手当てについて伺います。 

 
（答弁者：市長・関係部長） 
 



２９ 
 

 
１０番 議席　６番　　　舩　生　雅　秀　 　　      　    （２－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　小学生、中学生のスマホの適正使用に

ついて 
 

(1) 小学生、中学生のスマホの適正使用について 
 

① 小中学校における携帯電話・スマートフォ

ンの取り扱いに関するルール策定委員会

を設置し、基本的指導方針を策定できない

か伺う。 
 

② 余暇のスマホ使用を「1 日 2 時間以内」を

目安とする条例案等を策定できないか。た

だいずれも強制・罰則をつけることはない

“理念条例”として検討する余地があると

思うが、それについて伺う。 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 
 
 



３０ 

 
１０番 議席　６番　　　舩　生　雅　秀　 　　      　    （２－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　第９次鹿沼市総合計画の中で「動物の

愛護および飼育に関する普及啓発お
よび飼い主等によるペットの適正飼
養推進」について 

 
(1) 「動物の愛護および飼育に関する普及啓発

および飼い主等によるペットの適正飼養推

進」について 
 

① 第 9 次鹿沼市総合計画の中で「動物の愛護

および飼育に関する普及啓発および飼い

主等によるペットの適正飼養推進」につい

て、具体的にどういう内容なのか伺う。 
 

② 犬猫の適正飼養の中で、猫のエサやり、敷

地内侵入、多頭飼い、フン害、放し飼いな

どについての令和 7 年度については何件

の相談があり、それをどのような処理をし

たのか伺う。 
 

③ 令和 2 年度に、犬については適正飼養の啓

発看板を申請件数 15 件に対し、39 枚配布

しているが、猫については配布実績がなか

った。そもそも、当時は猫用の啓発看板が

なかったためだと思うが、現在はどうなっ

ているか伺う。 
 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



３１ 

 

 
１１番 議席　３番　　　橋　本　勝　浩　　 　         　   （２－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　買い物や通院等、高齢者の移動手段 
     確保のための支援について 

(1) 移動施策の現状と今後の方向性について 

① 高齢者の移動支援策について、本市の既存

施策の現状と課題を伺います。 

② 新たな移動支援策の方向性と進捗につい

て伺います。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 

  
２　公共施設等総合管理計画の推進につ

いて 

(1) 計画見直しと進捗管理について 

① 公共施設等総合管理計画の令和 8 年度見

直しについて、実施時期、見直し内容及び

数値目標の考え方を伺います。 

② 令和 6 年度公共施設運営状況調査で示さ

れた目標超過の要因と改善策について伺

います。 

③ 今後の進捗管理について、経費や利用状況

等の指標をどのように公表していくのか

伺います。 

(2) 個別施設再編と利活用について 

① 小中学校再編等に伴う閉校施設や低利用

施設について、利活用や処分の判断基準を

伺います。 

② 個別施設の再編・利活用について、今後の

工程をどのように整理しているのか伺い

ます。 

③ 花岡町にある旧野外活動研修施設等の利

活用について、市の考えを伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



３２ 

 
１１番 議席　３番　　　橋　本　勝　浩　　 　          　  （２－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

 
(3) 財政負担平準化について 

① 物価高騰や大型事業の進行を踏まえ、公共施

設更新費の平準化と財源確保をどのように

進めるのか伺います。 

② 廃止施設の譲渡や民間活力の導入を、将来負

担軽減の中でどのように位置づけているの

か伺います。

 
 
 

 
３　空き家対策について 

(1) 空家等対策計画最終年度の総括と法改正対応

について 

① 第 2 期鹿沼市空家等対策計画の最終年度とし

て、達成状況と次期計画への反映方針を伺い

ます。 

② 令和 5 年改正空家法に基づく新制度を、本市

でどのように活用しているのか伺います。 

(2) 発生予防と流通・利活用について 

① 空き家の発生予防について、高齢者世帯等へ

の啓発や相談支援をどのように進めるか伺

います。 

② 空き家バンクの登録促進や利活用支援につ

いて、市の考えを伺います。 

③ 空き家の利活用を、移住定住や地域活性化と

どのように結び付けていくのか伺います。 

(3) 管理不全や危険な空き家の対応について 

① 管理不全空家等及び特定空家等に対する指

導等の流れについて伺います。 

② 雑草繁茂や不法投棄等への対応における庁

内連携について伺います。 

③ 管理不全や危険な空き家の相談があった際、

どのように対応していくのか伺います。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

　　　　教育長・関係部長）



３３ 
 

 
１２番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （１－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
議１　議案第 54 号　鹿沼市職員の特殊

勤務手当に関する条例の一部改正
について 

 
(1) 潜水業務手当について 

 
① 今まで未整備だった理由について伺う。 

 
② 実際に潜水業務を行う職員数について

伺う。 
 

③ 年間出動・訓練回数と、財政に与える影

響額について伺う。 
 

④ 手当の額とその根拠についてと、近隣消

防本部の比較について伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）

  
議２　議案第 58 号　鹿沼市学童保育館

条例の一部改正について 
 

(1) 指定管理者による管理について 
 

① 指定管理導入の理由について伺う。 
 

② 現在の学童保育館運営において、市とし

てどのような課題認識を持っているの

か伺う。 
 

③ 指定管理者の選定基準をどのように想

定しているのか伺う。 
 

④ 指定管理者制度導入による財政面での

影響や効果について伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



３４ 
 

 
１２番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （４－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　高齢者補聴器購入費助成制度の拡充   

について 
 

(1) 利用実績の推移について 
 

① 助成を始めてからの各年度において、次 
の項目について示せ。 
「予算額」 
「決算額」 
「利用人数」及び利用人数の内「住民税 
非課税者」「生活保護受給者」 
「両耳購入人数」 
「相談件数」 
「申請却下件数」 
「平均購入価格」 
「平均年齢」 

 
(2) 助成額の根拠について 

 
① 鹿沼市の助成上限額は 4 万円となってい 

るが、制度設計時の根拠について伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



３５ 
 

 
１２番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （４－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(3) 物価上昇対応について 

 
① 補聴器価格の上昇について、市はどのよ 

うに認識しているのか伺う。 
 

② 制度開始時と比較し、補聴器価格が上昇 
している中で、助成制度の実質的な支援 
効果は、低下していると捉えているのか 
伺う。 
 

③ 物価上昇や補聴器価格の変化を踏まえ、 
助成制度のあり方について検証を行う考 
えはあるのか伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



３６ 
 

 
１２番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （４－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　第 6 次「学校図書館図書整備等 5 か年

計画」と財政措置について 
 

(1) 学校図書館図書標準の達成状況について 
 

① 本市小中学校における学校図書館図書標 
準の達成状況について伺う。 
また、未達成校がある場合、その要因と

改善に向けた取り組みについて伺う。 
 

(2) 新聞配備の状況 
 

① 学校への新聞配備については、主権者教 
育や情報活用能力育成の観点から重要で 
あると考えます。そこで、 
・小学校・中学校ごとの配備部数  
・全国紙・地方紙などの種類  
・配備予算と実際の執行額 
について伺う。 

　　　　また、地方交付税措置がありながら、十

分に執行されていないとの新聞報道もあ

りました、本市ではどのように認識してい

るのか伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



３７ 

 
１２番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （４－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(3) 学校司書配置と図書館活用について 

 
① 学校図書館を有効に活用するためには、 

専門性を持つ学校司書の存在が重要であ 
ると考えます。そこで、 
・学校司書配置の現状 
・巡回方式・配置時間 
・図書館利用促進への効果  
について伺う。 
また、今後の充実に向けた考えを伺う。 



３８ 

 
１３番 議席１５番　　　佐　藤　　　誠　         　  　   （１－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

 
１　事務事業の廃止と縮小について 

(1) 事務事業の廃止と縮小について 
 

① 時代に則した行政サービスの提供と財源

の確保および職員の負担軽減という行財

政改革の観点から、過去における事務事業

の廃止や見直しの状況と効果を伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）

 
２　動物と教育について 

(1) 動物と教育について 

 

① 市内小中学校及び公立保育施設で飼育さ

れている動物についての状況と教育的効

果について伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）

 
３　中学生の通学ヘルメットについて 

(1) 中学生の通学ヘルメットについて 

① 市内中学校の通学ヘルメットの購入補助

を見直し、生徒自身に希望するヘルメッ

トを選ばせるべきだが見解を伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）

 
４　新駅について 

(1)新駅について 

 

① 中長期的な本市の人口減少による衰退を

回避するために、かつて計画されていた新

駅構想の復活を求めるが執行部の見解を

伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



 


